
 

 

 

 

 

 

望月さんは朝早くご自宅を出てバスでかなの家に通ってきてくれています。 

音楽活動や行事では元気いっぱいに、そして真剣に踊るダンスの表現力が素晴らしいです！望月さんの近況を伺いました・・・ 

 

Q 気に入っているもの、好きなことは何ですか？ 

A 猫ちゃんです。家で飼ってるよ！夜は猫ちゃんが足元に来てくれるから抱っこ 

して遊んでます。 

Q 歌やダンスの思い出はどんなことですか？ 

A ダンスを誕生会で小川さんと言さんの太鼓とやって楽しかったです。 

あと、横井さんがギターをやって青野さんと一緒に歌っています。 

３人でやって楽しいです！ 

 

Q かなの家の皆さんにメッセージをお願いします。 

A これからも歌の練習をがんばりたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海がプラスチックのゴミだらけになる状況について、かなせっけんも取り組みます。 

  

とは言え、課題はたくさんあります。例えば、私達の主力商品である粉石けんや液体せっけんなどは重い 

ので、耐えられる強度のプラスチック製品を使っています。これ等をリサイクル資源としている訳ですが、適切

に処理されない事が多くあり、その結果が「国境のない海ごみ」の一部になっているかもしれません。 

では、「自然に分解される植物由来のプラスチック」に切り替えられるでしょうか？ その時、コストはどうな

るのでしょうか等など、みんなで取り組まねばなりません。始まったばかりです。 

皆様のお知恵をぜひ拝借したいです。どうぞよろしくお願い致します。 

かなの家かなせっけん  佐藤啓 madoi-1@outlook     .    054-206-0830 

  同  発送所 林健二 madoi_wisdom@ yahoo.co.jp    054-296-1116 
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歌を歌うことがとても好きで練習をしている姿を 

よく見かけます。お祝いの気持ちを一生懸命に 

伝えようとしているのがよく伝わってきます。  (ハル)                            

 
右から二人目。 めぐみグループのみんなと、久しぶ

りのジョナスさん（中央、奥）と共にダンス！ダンス！ 

かなの家に通い始めて２０年。雨の日、暑い日、寒い日も元気に通ってくれる事を嬉しく思います。 

過去、現在、そして未来にいろいろな人との出会いと別れを繰り返し、人として成長してくれることを願います。 

― お兄さんからコメントをいただきました － 

 



戸田 晶久 師 静岡市葵区出身 

「そっとけずるってぇこと」 駿府の旧城下町辺りのアクセントで     

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                             

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「感覚が大事だよ。削りすぎちゃだめなんだよ。きれいになっ

たら削らないこと。そっとそっと削ること。俺がしっかり見ない

と売り物にならないんだよ。赤字になっちゃうよ、ダメダメ！」 

責任感の強さを匠の言葉は伝えてくれます。商品への愛情が

あるからこそ、極める作業が大切なプロセスです。お客様に良い

商品を使ってもらいたい、なかまの皆のためにも、良い商品を作

らなければ、という思いが匠の指とナイフで石鹸を形作ってい

きます。ひとつひとつの石鹸を丁寧に扱い、見極める。色の具合

や形など経験を積んだベテランにしか分からない匠の技です。 

 

固形せっけんの削り作業 

今回の匠は、固形石鹸の最終成形作業の石鹸削りの達人です。 

戸田晶久さん（匠）は固形石鹸を削る作業のベテラン職人。この匠の最終チ

ェックに合格しないと出荷できないくらい厳しい目利きの持ち主です。 

匠はかなの家のグループホームで共同生活をしています。正義感の強い厳

しさがありながらも、一歩引いて周りを気遣い、かなの家の皆さんを見守り

ながら一緒にいてくれる優しさを持っています。 

 

「あんまり削りすぎないでくださいよ！健二さんの

クレーム出ちゃうよ。」と若手のなかまの皆さんにメ

ッセージを残してくれました。最初はこの記事のイ

ンタビューをすることからも逃げ隠れしていた匠だ

ったのですが、本当は伝えたい事が沢山あるようで、

匠の石鹸作りに対する熱い思いを語ってくれまし

た。 

今回、匠が見せてくれた心に秘めている石鹸への

情熱やまごころをこれからも大切にしていきたい

です。 

 

石鹸の匠シリーズは、長年かなの家で作業をしているベテランのなかまの皆さんにスポットを当てています。 なかまの皆さん

ひとりひとりが持っているそれぞれの作業と石鹸作りへの思いを皆様にお伝えしていきたいと思っています。 

写真／ げん  文／ ハル 

戸田 晶久師  こだわりの昭和を生き抜いた男。 

衣類、小物、調度品などに渋いセンスが光ります。 

 

石鹸工場で生まれたての固形せっけん「純」。 －枠練り製法― 

一つの枠から約 200 個のせっけんが切り取られる。その枠の内部と

周辺部で乾燥と熟成の速度が違い、一つ一つ微妙に厚さ、形が変

わります。しかし、基本的な質量は同じです。  

だから、一つ一つ違っていて、みな同じ固形せっけん「純」。 



 

 

 

 ラルシュはキリスト教の伝統の中で生まれました。

創立者のジャンはキリストの教えを深く考える哲学教

授でした。彼の深い思索と、「社会から見捨てられた

知的障がいの人たちの嘆きに応えたい」という強い思

いがジャンの中で重なって、ラルシュが生まれまし

た。知的障がいを持つ人と一緒に暮らすコミュニティ

ーを作るラルシュの活動は、「社会の最も弱い人、虐

げられた人に寄り添いなさい」というイエスの教えの

実践そのものなのです。 

 ・・・という話は、私が『かなの家』と関わるよう

になってだいぶたってから知りました。クリスチャン

ではない私は、そういう深遠な話があるとは知らず、

ただ『かなの家』の皆さんに受け入れてもらい、かな

の家は居心地がいい、なかまがみんな温かい、自分も

優しくなれる、そんな理由から『かなの家』と関わっ

ていたのです。そして、この『かなの家』のあたたか

さ、居心地の良さは、「なかまの賜物（たまもの）」

から来るのだということも後になって知りました。 

 私は国際ラルシュの理事として、インド、フィリピ

ン、ドミニカ、リトアニアなど多くのラルシュ・コミ

ュニティーを訪問する機会に恵まれました。どこのコ

ミュニティーに行っても『かなの家』と同じ、ラルシ

ュ共通のあたたかさ、居心地の良さを感じます。それ

は「なかまの人の賜物」が宗教や文化を越える普遍的

なものだからではないでしょうか。 

 キリスト教の考えに根ざすラルシュですが、現在で

は「知的障がいを持つ人の賜物を世に示し、より人間

らしい世界を目指して共に歩む」という使命を掲げ、

宗教・文化を越えて活動の場を広げています。最近で

は、中国や台湾の人との交流も始まりました。分断が

深まる今の世界において、弱い人の力で世界を結びつ

けていくラルシュの活動は、ますます重要性を増して

いくと思います。 

 

 

注文の品、確かに受け取りました。 

箱を開けた時、ステキな色が目と心に飛び込んできました。 

（実さんの描いた）カレンダーの絵なんですね。 

その後、ラルシュの便りを読んで田浦実さんが亡くなられたことを知りました。 

お会いしたことのない田浦実さんに励まされたようなありがたい気持ちでいます。 

ありがとう！！               

 ― 埼玉県入間市 ○○ 享子様 －  （2019. 2.25） 

 

粉石けんありがとうございます。私は結婚してから 10 年以上、石けん生活です。 

せっけん講座とかも開いたことがあります。とてもサラサラで、上質な感じがします。 

サンプル、かわいいストラップもありがとうございました。これからもよろしくお願いします。 

― 神奈川県愛川町 ○○○ 由美様 －  （2019. 2. 8） 

 

 

 

 

村本 徹也（むらもと てつや） 

ラルシュかなの家理事 

昨年のかなの家祭りにて 

日
にち

にちのおたより 

 

https://www.facebook.com/larchekananoie/photos/a.975354732535370/1753772641360238/?type=3


＜ご支援のお願い＞ 

 

日頃よりラルシュ・かなの家への温かいお気持ちとお祈りをありがとうございます。 

皆様のおかげで、前回お願いした乗用車の件ですが、1 台入手することが出来、またリース車両

（車椅子搭載可能）を借用し、当面の問題を解決することが出来ました。 

本当にありがとうございます！ 

 

今回のかなの家だよりは「リスタート」という言葉がキーワードのような気がします。 

ジャン・バニエさんの帰天はその象徴とも言える出来事だと思います。悲しみを越えて、ラルシ

ュを創設したことの感謝の時に、そして今までの歩み・歴史を振り返る時になればと感じていま

す。 

皆様にお使いいただいている石鹸も、コンセプトをこれまで以上に固め、地球環境のことを強

く意識する製品に成っていくよう歩み出しています。教皇フランシスコの回勅「ラウダート・シ」

や、近年様々な場所で耳にすることが多くなったＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）にも沿った内

容に出来ればと、一丸で取り組んで参りたいと思います。 

 

リスタートと言えば格好のいい響きがあるかもしれませんが、実際は初期投資にお金がかかる

というのが正直なところです。 

中長期的に見ていくと石鹸工場も老朽化が激

しかったり、またグループホーム「つどい」も

痛みが目立ってきたり、それ以外にもお金がか

かるというのが現状です。 

法人本部として寄付をいただけると、様々な

ことにお金を使うことが出来ます。 

 

皆様のご厚意は私たちにとって大きな力とな

ります。いつもお願いばかりで心苦しいですが

変わらぬご支援をなにとぞよろしくお願い申し

上げます。                    （ジャン・バニエさん、実さん） 

【会計報告】  

2018年度寄附収入 7,866,374円 （201８年 4月 1日～２０１９年３月３１日） 

2019年度寄附収入   82,000円 （2019年 4月 1日～2019年 5月 21日） 

 

（お願い） 

この「かなの家便り」に付いている払込票は、石けん代金振込み用には使用する事が出来ません。 

石けんご注文の際に、代金振込み用の払込票をお付けしますので、そちらをお使い頂ければ幸い

です                       

 

※皆様からお寄せいただくご寄付等は、税法上寄付控除の対象となります。 



2018年 11月 24日からご寄付下さった方・献品して下さった方 

（2018年 11月 24日～201９年５月２２日現在。敬称を略させていただきました） 

（個人の方） 

西川有、三輪直子、飛田益美、勝本正之、岡橋慶治、三木良子、長谷部和夫、三輪玲子、斎藤斉 

國分美知子、大幡由紀子、松永修、濱野佐知子、寺西英夫、山森章二、高塚恵里子、岩崎のぶ子、 

長谷部和夫、鹿倉桃子、前田トシ子、渡瀬行子、小島敏夫、黒田美恵、押野忍、井川伸子 

岩城雅次、文子、鈴木登喜子、植山利彦、森山薫、佐藤裕一、波多野瑞穂、英隆一朗、渡辺幸子 

古戸義雄、平松恭子、堀川絵津子、浅野一恵、田代和生、田辺ヒナ子、平野昭子、石原晶世、高森睦子 

中富文雄、佐藤ゆり、芳賀美江、西本洋子、田浦隆、田島叔子、御牧由子、白石仁美、増田とき枝 

池村久美子、伊藤海子、高井紀栄、藤井隆典、磯部雅子、南八枝子、深水享子、村上道恵、増澤須美子 

清水基、澄子、中島教子、平栗彰・メラニー、水口章子、藤三枝子、竹内光代、森田照子、清水紀代子 

濱本義信・緑、ベリオン・ルイ、御前ザビエル、小野田眞吾、服部夕紀、金野由之、西田正志 

森田照子、鍋田肇、今林正子、神藤尋子、Ｒ・ディーターズ、高倉尚・櫻子、長岡隆・壇、武井久子 

神澤光江、加倉井規子、平栗彰、長谷部和夫、平石真理、西脇艶子 

 

匿名１９ 

 

（団体） 

幼きイエス会（静岡）、（株）はなぞの、カトリック鍛冶ヶ谷教会、浜松聖書集会、カトリック静岡教会 

静岡教育会館親和会、カトリック菊名教会、援助修道会修練院、天使の聖母トラピスチヌ修道院 

カトリック保土ヶ谷教会、医療法人中沢皮膚科、カトリック焼津教会愛徳会、カトリック静岡教会 

静岡県教育会館親和会、カトリック二俣川教会、御殿場聖マリア幼稚園父母の会、愛徳幼稚園 

天使の聖母宣教修道女会、藤枝カトリック教会、ドミニコ会聖ヨゼフ修道院、援助修道会本部修道院 

聖ベルナルド女子修道会海の星修道院、カトリック磐田教会ブラジルコミュニティ、カトリック徳田教会 

小田原カトリック教会、志太榛原一致祈祷会、カトリック豊島教会、カトリック三島教会 

静岡英和女学院中学校・高等学校、栄光学園愛の運動委員会、上智大学カトリック学生の会 

日本平ロータリークラブ、山手カトリック教会福祉委員会、スピノラ修道女会（浜松） 

静岡双葉学園母の会、日本基督教団隠岐教会 

 

（献品）秋田紀子（菓子）近藤久美子（菓子）ぶどうの家（菓子）静岡雙葉学園クリスマス訪問（掃除機） 

田辺ヒナ子（菓子）松村岳史（食品）中山まり（食品）静岡英和学院大学（菓子）小林敏好（菓子） 

三輪直子（果実）田浦隆（菓子）ラオ・コー（菓子）岩間勉（菓子）菅原恭子（菓子）村本徹也（菓子） 

佐藤昭信（菓子）松浦由佳子（菓子）三重野きの江（菓子）冨田直子（菓子）桃井希生（菓子） 

八木智大（菓子）村山兵衛（菓子）島牧人（菓子）矢野綾都（菓子） 

エーザイ（コンプレッサー） 清水勝一郎（プリンター） 

 

 

皆さま、本当にありがとうございました。漏れのある方、匿名希望の方がおられましたら、お手数ですが

どうぞご連絡下さいませ。 



  

かなのすまいでは、休日の朝を除いて毎日朝食前と夕食後に、各住居でお祈りをして

います。キリスト教のお祈りなので、違う考えの人に参加の義務はないと思いますが、

現状はなかま、アシスタント全員が出席しています。すまいにお泊りのお客様も、だい

たい皆様参加してくださいます。 

なかまが進行役になって讃美歌を選び、アシスタントが聖句を読みます。夜は、一日

の活動報告のような内容の祈りになることが多くなりますが、それぞれの人が一日をと

おして感じたことをみんなで分かち合い、最後に「ラルシュの祈り」と「主の祈り」を

声を合わせて唱えます。ケンカやいさかいの絶えないかなのすまいですが、争うことに

なった相手とも一緒に祈り讃美することは、自分の思いやふるまいを振り返り、悔い改

める良い機会になります。心を一つに祈ることが今はできなくても、神様が私たちを和

解と一致に導いてくださることを信じ、今日もみんなで祈ります   

（畠中 ・はたなか） 

ラルシュ・リトリートについてのお知らせ 

 

 

すまいのくらし ⑧ 朝夕の祈り 

つどい 夕べの祈り 

いぶき 夕べの祈り 

誕生会で青野さんの自虐ネタ 

 

誕生会では一人一人が指定された誕生者

に祝いのメッセージを送ります。青野さん

の番になって皆と同じように誕生者を祝い

始めたのですが、途中から誕生者でもない

アシスタントに対して、お金を何に使った

のか忘れてしまったことの反省を言い始め

るのです。しかも謝っているのか怒ってい

るのか分からない口調で。 

 

 

続 アシスタントな ひとこま その 8 

 

そのアシスタントに呼び出しがあって一時

退席してもなお、反省を続ける青野さん。

指定の誕生者には、グループホームで[うる

さくしてわりーな]と、やはり謝り続ける青

野さん。みんな大爆笑でした。毎日、野花

を摘んてグループホームに帰る、青野さん

らしい優しさあふれる光景でした。こんな

エピソードや歌あり踊りありの楽しい誕生

会が毎月行われています。 （豊・ゆたか） 

ラルシュの精神を中心に集まるリトリートを、ボランティアスタッフの方々に支えて頂き

長年続けております。しかし、最近になってリトリート会場の階段が多いので、利用する事

の難しさが出てきました（自然に囲まれた素敵な場所ですが）。 また、かなの家のなかまの

参加者が増え、リトリートの内容も今までと同じようには出来ないと感じていました。そこ

で段差のない会場に変更し、内容の見直し等試行錯誤をしてみる事に致しました。   

新しく見つけた会場の部屋数の関係で、今回は外部から参加して下さる方を呼びかけるこ

とが出来なくなりました。大変申し訳なく思います。変更したリトリートを評価し、来年は

どのようなリトリートができるか検討していこうと思います。ご意見、ご要望などございま

したら、お伝えください。 

 



ありがとう、ジャンバニエ 

2019 年 5 月 7 日、ラルシュの創立者であるジャンバニエが天国へ旅たちました。 

天国にいるラルシュかなの家のなかまのみどりさん、修さん、実さんと一緒にいるのではないかと思います。 

 

 ぼくのラルシュとの出会いは、20 年ほど前、競争社会のなかで落ちこぼれ、仕事もできず、失恋もして、

ぼくの人生とぼく自身の価値を見つけられないでいる時でした。ラルシュ生活に入り、一緒に暮らした知的障

がいを持つなかまやアシスタントとの関係をとおして、ぼく自身の弱さがあっても受け入れられ、信頼され、

友となれた経験をしました。なかまとケンカをしても、お互いが弱く、他人を必要としているので仲直りがで

きました。しかも、ケンカ相手が、ぼくに謝ってくれたこともありました。このようなゆるし合う体験は驚き

でした。 

 ジャンバニエの私たちへの呼びかけは「貧しい人と友になる」ことでした。なかまと出会い、相互関係に入

っていくこと。その招きは、私たち自身の貧しさと友になり、ありのままの私たちを大切にしていくことへと

つながります。ぼく自身のものがたりにも価値があることを、少しずつですが見つけています。 

また、コミュニティ生活では、いかに他人を愛せないかという自分自身の限界、現実を見ることになると、

でもそれが大事だよと、ジャンバニエが教えてくれました。 

 最近、ラルシュかなの家の生活を通して、考えていることがあります。それは、ぼくの貧しさ（弱さ）のな

かに、嫉妬や、他人から捨てられる恐れや、コントロールできない怒りなど、そういう否定したい側面があり、

そして、否定したいがために、自分の方が正しいと見せかけようとして、現実から離れてしまいます。関係か

らも離れてしまいます。でも、それらの隠したいことに、じょうずに光を当てることができれば、そして、貧

しさのある、ありのままの自分自身で愛されていると感じることができれば・・・。 

人間らしさとは弱さであり、その弱さがあるから、他人が必要で、お互いに愛し合うことを探し続けられる

と信じたいです。これは、愛し方のわからないぼくにとって、ジャンバニエが残してくれた希望です。ラルシ

ュコミュニティなら、それは可能なのでしょうか？ 

格好の悪いところを含めた正直な自分自身を隠さず、そのままの自分でいながら「私と友達になってくださ

い」と叫び続ける、野村安一さんという導き手がラルシュかなの家にはいます。 

 野村さんの中心は関係です。関係を中心とした生き方がどれほど大変か。人間らしさや愛とは、きれいごと

ではないと野村さんとジャンバニエが教えてくれます。 

 ジャンバニエのメッセージは、静岡の田舎まで届きました。日本で、アジアで、もっとラルシュをわかちあ

いたいと願うのですが、ラルシュかなの家は小さく、少数なので、とても無力に感じます。それでも、ラルシ

ュ精神の土着を模索する旅を続けていきたいです。 

 これからのラルシュかなの家の歩みのためにも、どうぞお祈りをお願いいたします。    （言・げん） 

 

 

 

ジャンバニさんの訃報に接し、来日の際お話を伺ったこと、 

なつかしく想い出されます、皆さまの哀しみに心を合わせて祈っております。 

― 鎌倉市 ○○○○第二修道院様 － （2019. 5. 23） 
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https://www.facebook.com/larchekananoie/photos/a.390471704357012/2665117290225764/?type=3


 

 

 

オリーブせっけん、洗濯せっけん、お茶どれも使いやすく、とても嬉しいです。 

お茶は教会のみんなでいただきました。96 歳のおばあちゃんが「体が温まる」と喜んでいました。 

ありがとうございます。 

― 愛媛県伊予市 日本アライアンス教団 ○○○ やよい様 － （2018.11.30） 

 

2019 年 ラルシュかなの家カレンダー 5 部 

早速お送りいただきまして、ありがとうございました。とっても気に入っています。 

希望が湧き、明るい気持ちになれます。感謝と共に。 

             ― 神奈川県横須賀市 ○○○ 教子様 － （2018.11.30） 

  

いつもありがとうございます。「ラルシュかなの家便り」 №.279 で、そちらのあたたかい皆様方の 

様子を知りうれしく思いつつ、ご生活とお仕事が支えられますよう、お祈りしております。 

― 埼玉県さいたま市 ○○ 圭子様 － （2019. 1. 4） 

 

せっけんシャンプー、早速お送り頂き有難うございました 

あじさいの季節、柴田侑澄さんの紫陽花、嬉しくいただきました。 

望月宏美さんの image painting 楽しくあたたかな気持ちになります。有難うございます。 

急な暑さ、皆様お気をつけてお過ごし下さい。 

― 神奈川県厚木市 ○○ 和子様 － （2019. 5. 23） 
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お客様各位 

昨今の物流事情により、私たちの利用する運送会社のいずれもすでに送料を大幅に

値上げしました。 今の産業界全体の大きな流れなのでしょう、私たちのような弱小の作

業所にも様々な「請求金額」の値上げが押し寄せています。 

 

その為、一部の送料や商品の金額変更、または一部の商品の販売停止などの可能性

があり、大変残念ですが急がれているようです。今回同封いたしました注文書は従来の

ものですが、この様な事情をご承知おき下さいますよう、お願い申し上げます。 

かなせっけん発送所 のむらやすいち©かなの家 
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